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１． 研究目的 
 人間は眠っている間に成長ホルモンを分泌し，

心身の傷んだ部分を修復する働きがあり，日中に

見たことや学習したことを脳に定着させて記憶の

整理を行っている．睡眠は心身の休養に重要であ

るが，日本人の 3 人に 1 人は睡眠で休養がとれて

いないと感じている．十分な睡眠時間を得られな

いと日中の仕事や勉強中に激しい眠気を催し，集

中力や作業効率が低下する．さらに免疫力が低下

し，風邪などにかかりやすくなることが指摘され

ている．また肥満や高血圧，高血糖など生活習慣

病にも影響することが分かっている．一般的には

睡眠時間は 6 時間必要と言われているが，十分な

睡眠時間が確保されていないのが現状である．睡

眠不足が続くと，ストレスがたまりやすくなり，

睡眠不足とストレスが互いに悪影響を及ぼし，う

つ病の引き金になる可能性がある．さらに，自分

に合わない寝具が不眠の要因の一つであり，寝具

に使用されている繊維の性質や肌触りが睡眠の質

に影響を与えている．また，睡眠中のかゆみが不

眠の原因に関係していることが指摘されている． 
 我々はこれまでに化学繊維に過敏な化繊アレル

ギー者やアトピー性皮膚炎患者のアレルギー症状

と着衣について検討してきた．彼らは，就寝中，

発汗時，乾燥時にかゆみが起こりやすいことがわ

かっている．そこで，我々は酸を導入したポリエ

ステル繊維（弱酸性ポリエステル）を用いて化学

繊維に対するアレルギー症状の対策を検討してき

た[１]．アトピー性皮膚炎患者の皮膚は，皮膚常在

菌であるかゆみに関連する黄色ブドウ球菌の量が

健常者と比較して多く，皮膚ｐＨも高いことが知

られている．皮膚表面に存在する黄色ブドウ球菌

は皮膚に悪影響を及ぼす細菌であり，寝衣には黄

色ブドウ球菌を抑制する性能が必要である．  
本研究は弱酸性ポリエステルを睡眠時に寝衣と

して着用し，かゆみ度と睡眠の質との関係を調べ

ることを目的とした． 
 
２． 研究実施内容 
２．１ 実験方法 
試料布として，弱酸性ポリエステルと未加工ポ

リエステルの編地を用いた．寝衣の形状は半袖の

膝丈ワンピース型でかゆみを最小限にするために

縫い目を表にして直接肌に縫い目が触れないよう

にした．被験者は，アトピー性皮膚炎患者 6 人と

し，自宅の寝具で指定された試料寝衣を 3 日ずつ，

計 6 日間睡眠時に着用してもらった． 
睡眠前に，スリープス（ウエアラブル式睡眠計

測器）を装着し，睡眠時の深い睡眠の割合」，睡眠

時の呼吸の乱れ具合を示す「BDI 指数」，「寝返り

回数」，「睡眠時の心拍数」を計測した．さらに，

脳波計（スリープウェル（株））を用いて被験者の

脳波を測定した．不眠度はアテネ睡眠尺度を用い

て評価した．かゆみ度は visual analog scale(VAS)に
準じて，睡眠時に感じたかゆみを 100 点満点で点

数化した．皮膚の黄色ブドウ球菌量はフードスタ

ンプ（黄色ブドウ球菌用：TGSE 寒天・日水製薬

株式会社）により睡眠前後の細菌量を測定した．

また，寝室および寝床内温・湿度は超小型温湿度

ロガー（(有)シスコム）を用いて測定した． 
２．２ 実験結果 
不眠度は世界保健機関（WHO）が設立したアテ

ネ睡眠尺度を用い，布団に入ってから眠るまでに

必要な時間，全体的な睡眠の質および日中の気分

や眠気などの昼間の調子からを算出した．この結

果とスリープスで得られた睡眠時の深い睡眠の割
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合，寝返り回数，睡眠時の心拍数との関係を検討

した．その結果，寝返り回数が多く，深い睡眠の

割合が小さいほど不眠度が高いことが分かった．

しかし，睡眠時に心拍数（平均心拍）は一定であ

り，睡眠の質に大きな違いが見られなかった．こ

のように，アテネ不眠尺度とスリープスの結果は

相関が高く，スリープスによって睡眠の質を正確

に計測することができる． 
睡眠の質は，温寝具の種類や組み合わせ，使用

方法，寝室内の温度・湿度・気流などによって左

右される．本実験は，寝衣を除き常用している寝

具を使用し，自宅の寝室で睡眠の質を調べた．睡

眠中の身体の代謝量は昼間の安静時と比べて

20 ％ほど低くなり，体温調節機能も低下するため

に，寝床内温・湿度が睡眠の質に深く関係する．

本実験も寝室内と寝床内の温湿度を測定した結果，

快適な温湿度で範囲であり，布団や枕などの寝具

による睡眠の質の低下は認められなかった． 
一方，かゆみの発症は，皮膚の常在菌である黄

色ブドウ球菌が関係しており，アトピー性皮膚炎

患者は黄色ブドウ球菌量が健常者よりも多いこと

が分かっている．寝衣には黄色ブドウ球菌の働き

を抑制する抗菌性が必要であるが，これまでに弱

酸性ポリエステルの抗菌効果は， JIS L 1902 菌液

吸収法に準じて測定し，抗菌効果があることが分

かっている[２]．睡眠の間に，弱酸性ポリエステル

製寝衣の抗菌効果をフードスタンプにより調べた．

その結果，未加工ポリエステルおよび弱酸性ポリ

エステル製寝衣を着用している間，いずれも黄色

ブドウ球菌は増加しているが，未加工ポリエステ

ル製寝衣と比較して弱酸性ポリエステル製寝衣は

黄色ブドウ球菌の増殖を抑制する効果が認められ

た． 
次に，かゆみが睡眠の質に及ぼす影響を調べた．

かゆみ度とスリープスの深い睡眠の割合との関係

を調べた結果，かゆみ度が高いほど深い睡眠の割

合が小さく，就寝中のかゆみは睡眠の質の悪影響

を与えることが分かった．弱酸性ポリエステルお

よび未加工ポリエステル製の寝衣が睡眠の質に与

える影響を調べたところ，弱酸性ポリエステル製

寝衣を着用した方が未加工ポリエステル製寝衣を

着用した時よりも深い睡眠の割合が高い傾向にあ

った．

３．まとめの今後の課題 
睡眠は脳波と密接に関係しており，本実験では

アトピー性皮膚炎患者の睡眠時脳波を計測した．

睡眠はレム睡眠とノンレム睡眠に分かれるが，レ

ム睡眠では脳が活発に働いている状態で，記憶の

定着や整理を行なっている．ノンレム睡眠は眠り

の深さによって段階に分かれており，脳や肉体の

疲労回復のために重要である．得られた脳波の結

果を解析しているところである． 
 

４．この助成による発表論文等 
得られた成果は，2020 年繊維学会年次大会（2020

年 6 月 10 日～12 日，タワーホール船堀）で発表

する予定である． 
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